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第 3 回年会を終えて

実行委員長植木 龍夫 (理化学研究所〉

昨年 4 月に日本大学文理学部でもたれた第 2 回

年会の折に，学会行事幹事の下村氏から関西地方

には多くの放射光研究者もいることであり，第 3

回の年会を大阪近傍でもたないかとのお話，生来

の性格で安請合い，年会のお世話を引き受けるこ

ととなりました。その頃には自分が関東地方に移

動することなんてあまり考えていなかった， また

大阪で「花博」が聞かれるといったことを全く失

念していたので，いま振り返ってみると多少問題

ふくみではありました。それでも大阪大学を中心

とした研究者の協力で年会のプログラムは滞りな

く進行，終えることができて大変感謝しておりま

す。皆さん，宿の確保，大丈夫でしたか?ゴール

デンウィーク直前でしたので少し申し訳なく思っ

ております。

今回の年会の特徴は，一般発表のポスターセッ

ションと並行して口頭発表を試みたことおよび

SRI-88において好評であったときく「企業展

示」をもったことでした。硬X線および軟X線領

域の発表をそれぞれに割り当てたので，どちらの

会場も心配を吹き飛ばすような活気がありました

が，聞きたい発表が双方にあって残念であったと

のコメン卜もいただいております。発表の数も多

くなってきではおりますが，つぎの年会ではもっ

と工夫が必要になるとおもいます。二日目の現在

稼働中および、計画中の施設についての発表，機器

開発なと、についてのポスターにも多くの研究者の

関心があつまっており，会場がいささか手狭に感

じられるほどでありました。二つの企画について

も，自画自賛的で恐縮ですが，現時点で研究者の

関心の的であるテーマであり，興味ある発表と議

論があったと思います。企業展示についてもテク

ノロジーの最先端を見ることが出来，次回への

いっそうの発展を予期できました。

会場としては，大阪市の中心にある大阪科学技

術センターで，全ての発表が一つのフロアーで行

われたといった点でも満足しております。朝 9 時

からの発表にも多くの参加者をみることができ，

年会参加者の熱気といったものを感じました。

昨年の宇野先生のコメントにもありましたが，

放射光学会は生まれて間もない若い学会でありま

す。年々成長していくものと理解してはおります

が，年会担当者としては参加者の概数がつかみに

くく，結果として参加者の皆様に不便をおかけし

たのではなし、かと気がかりの点もありました。年

会参加者は登録者数で310名をこえました。懇親

会は110名以上の方の参加で会場では食べ物がす

ぐに売り切れて失礼しましたが，懇親会本来の意

義があったと思います。

年会参加の皆様には多くのご協力をいただき有

難うございました。年会が円滑に進行出来ました

ことに感謝しております。一般発表をふくむ学会

年会のスタイルもおおよそ定着しつつあり，ます

ます有意義なものとなりますよう念じておりま

す。
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